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問 題

2001年度に江戸川大学において学生相談室が開

室して以来, 数多くの学生が利用し, 学業と心身

の不調とのバランスをとりつつ, 学生生活を過ご

し, 卒業へとつなげてきた｡ しかし, 学生相談室

の稼働率や, 学生の中での認知度を鑑みると, 必

ずしも, 学生相談室を必要とする全ての学生のニー

ズに応えられているとは言い切れない状況にあった｡

実際, 2002年から 2006年までの利用状況を,

予約件数をもとに算出した 1日あたりのケース数

は, 1.43～2.68人にとどまっていた｡ 1週間あた

りの平均ケース数は 8.16名であり, 予約可能な

最大面接枠数が 24名分であることを考えると,

少ないといえる｡ 2002年から 2005年までの 1日

あたりの平均予約件数をグラフにすると, Figure

1のようになった｡

ただ, 江戸川大学の学生相談室の開室日は, 年

度によって異なっている｡ 開室状況は, Table 1

に示した通りであり, 複数のカウンセラーによる

複数日の開室状況になったのは, 2003年度から

であった｡

そこで, �) 実際に学生による学生相談室の認

知度はどのくらいであり, 利用状況はどのように
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要 約

2006年 7月に, 江戸川大学の 1年次在学生を対象に実施した, 学生相談室利用に関する調査の結果を報告す

る｡ この時期は, 学生相談室の利用状況が停滞しており, 機能的なシステムの構築を模索している時期であった｡

本調査では, 学生相談室の存在の認知度や, 利用実態, 利用に関する志向性を明らかにした｡ 学生相談室の認知

度については, 存在を知っている学生は, 全体の 70％程度にとどまり, 利用率については 5％を切っていた｡ ま

た, 積極的な利用への意向については, ｢利用したい｣ との解答は 1割強にとどまっていた｡ ただし, 悩み事が

ある学生の割合は約半数にのぼり, 利用しづらさを感じている学生が 40％近くいることを考えると, 必要性を

感じても利用できないでいる学生の存在が示唆されたといえる｡
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註；｢cp｣ は ｢カウンセラー｣ を表す｡



なっているのかといった ｢認知度と利用に関する

現状｣, また, 行きたいという気持ちになったこ

とが今までにあるのかどうか, さらには今後, 機

会があったら行きたいと思うかどうかといった,

�) 学生相談室への ｢志向性の現状｣, さらには,

どのようなことで悩んでおり, そのときの相談相

手は誰なのかといった, �) 悩みの現状を明らか

にすることを目的として, 実態調査を行った｡ 本

稿は, この調査結果を報告するものである｡

方 法

手 続 き

本調査は, 質問紙法によって実施された｡ 質問

紙実施に際しては, 学生部学生相談室担当から,

｢学生の相談の充実を図るため｣ との目的を明示

した依頼文書を添付し, 1年次配当の全学必修科

目 ｢基礎ゼミナール｣ 担当教員による配付, 実施,

回収とした｡

調査時期

質問紙の実施は, 2006年 6月下旬から 7月上

旬にかけてであった｡

調査対象者

江戸川大学 1年生 322名であり, 回答者内訳は,

Table 2のようであった｡ なお, 欠損 21名は,

性別に関するものである｡

質問紙で尋ねたのは, 下記の内容であった｡

①学生相談室の存在の認知度

②学生相談室の利用経験と回数

③学生相談室利用への意向

④学生相談室を ｢利用しにくい/利用したくな

い｣ と感じた理由

⑤現在の悩み事の有無と内容

⑥悩み事の相談相手

結 果

存在の認知状況

｢学生相談室があることを知っていますか？｣

への回答を性別でみると, Table 3のようになっ

た｡

学科別にみると, Table 4のようになった｡

学生相談室の利用実態に関する調査報告122

Table 2 調査時期と調査対象者の学年

回答者数 男子 女子

人間心理学科 71 53.5％ ( 38) 46.5％ ( 33)

ライフデザイン学科 53 73.6％ ( 39) 26.4％ ( 14)

経営社会学科 43 72.1％ ( 31) 27.9％ ( 12)

マス・コミュニケーション学科 98 56.1％ ( 55) 43.9％ ( 43)

情報文化学科 36 75.0％ ( 27) 25.0％ ( 9)

全 体 301 63.1％ (190) 36.9％ (111)

註；男女別の ｢％｣ 後ろのカッコ内の数字は度数を表す｡

質問紙の構成

Table 3 性別にみた認知度

� 知っている 知らない

男子 190 64.7％ 35.3％

女子 111 73.9％ 26.1％

全体 301 68.1％ 31.9％

Table 4 学科別にみた認知度

� 知っている 知らない

人間心理学科 85 77.6％ 22.4％

ライフデザイン学科 55 60.0％ 40.0％

経営社会学科 45 71.1％ 28.9％

マス・コミュニケーション学科 100 59.0％ 41.0％

情報文化学科 37 86.5％ 13.5％

全 体 322 68.9％ 31.1％

Table 1 各年度の開室状況とカウンセラーの数

01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

開 室 日 週 1日 週 1日 週 2日 週 2日 週 4日 週 4日 週 3日 週 5日 週 5日

相談員人数 1名 1名 2名 2名 4名 4名 2名* 3名 3名

*2007年度後期から 3名 (うち, 1名は看護師), 2008年度後期は 4名｡



学生相談室の利用経験について, 性別, 学科別

にみたところ, Table 5, 6のようになった｡

続いて, 性別, 学科別に利用回数をみたところ,

Table 7, 8のようになった｡

利用意向

利用への意向については, �) 利用したいと思っ

たことがあるかどうか, �) 利用しにくいと思っ

たことがあるかどうか, �) 今後, 機会があれば

利用したいと思うかどうか, の 3つの設問を設け

て尋ねた｡ はじめに, 学生相談室を ｢利用したい｣

と思ったことがあるかどうかに関する結果を性別,

学科別にみると, Table 9, 10のようになった｡
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利用経験の有無

Table 5 学科別にみた利用経験の有無

� ある ない

男子 186 1.6％ 98.4％

女子 111 6.3％ 93.7％

全体 297 3.4％ 96.6％

Table 6 学科別にみた利用経験の有無

� ある ない

人間心理学科 84 8.3％ 91.7％

ライフデザイン学科 54 0.0％ 100.0％

経営社会学科 42 0.0％ 100.0％

マス・コミュニケーション学科 100 2.0％ 98.0％

情報文化学科 37 2.7％ 97.3％

全 体 317 3.2％ 96.8％

Table 9 性別にみた ｢利用したい｣ と思った
経験の有無への回答

� ある ない

男子 190 13.2％ 86.8％

女子 110 21.8％ 78.2％

全体 300 16.3％ 83.7％

Table 10 学科別にみた ｢利用したい｣ と思った
経験の有無への回答

� ある ない

人間心理学科 85 31.8％ 68.2％

ライフデザイン学科 55 10.9％ 89.1％

経営社会学科 45 8.9％ 91.1％

マス・コミュニケーション学科 100 12.0％ 88.0％

情報文化学科 36 13.9％ 86.1％

全 体 321 16.8％ 83.2％

Table 7 性別にみた利用回数

� 0回 1回 2回 4回 5回 6回 8回

男子 184 97.8％ 1.1％ 0.5％ 0.0％ 0.5％ 0.0％ 0.0％

女子 109 92.7％ 3.7％ 0.0％ 0.9％ 0.9％ 0.9％ 0.9％

全体 293 95.9％ 2.0％ 0.3％ 0.3％ 0.7％ 0.3％ 0.3％

Table 8 学科別にみた利用回数

� 0回 1回 2回 4回 5回 6回 8回

人間心理学科 82 91.5％ 2.4％ 1.2％ 1.2％ 1.2％ 1.2％ 1.2％

ライフデザイン学科 54 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

経営社会学科 41 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

マス・コミュニケーション学科 99 97.0％ 2.0％ 0.0％ 0.0％ 10.0％ 0.0％ 0.0％

情報文化学科 36 94.4％ 5.6％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

全 体 312 96.2％ 1.9％ 0.3％ 0.3％ 0.6％ 0.3％ 0.3％



次に, ｢利用しにくい｣ と思ったことの有無に

ついて, 性別, 学科別に結果をみると Table 11,

12のようになった｡

最後に, 今後の利用に関する意向について ｢機

会があれば, 利用したいと思いますか？｣ の質問

で尋ねた結果を, 性別, 学科別にみると Table

13, 14のようになった｡

学生相談室を ｢利用しにくい｣, 機会があって

も ｢利用したくない｣ と回答した理由について,

性別, 学科別に結果をまとめたところ, Table 15

から 18のようになった｡
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Table 11 性別にみた ｢利用しにくい｣ と思った
経験の有無

� ある ない

男子 186 32.3％ 67.7％

女子 107 44.9％ 55.1％

全体 293 36.9％ 63.1％

Table 12 性別にみた ｢利用しにくい｣ と思った
経験の有無

� ある ない

人間心理学科 84 50.0％ 50.0％

ライフデザイン学科 54 24.1％ 75.9％

経営社会学科 44 29.5％ 70.5％

マス・コミュニケーション学科 96 34.4％ 65.6％

情報文化学科 36 44.4％ 55.6％

全 体 314 37.3％ 62.7％

Table 13 性別にみた今後の利用希望

� ある ない

男子 153 66.0％ 34.0％

女子 80 76.3％ 23.8％

全体 233 69.5％ 30.5％

Table 14 性別にみた今後の利用希望

� ある ない

人間心理学科 62 77.4％ 22.6％

ライフデザイン学科 46 65.2％ 34.8％

経営社会学科 37 73.0％ 27.0％

マス・コミュニケーション学科 81 67.9％ 32.1％

情報文化学科 22 50.0％ 50.0％

全 体 248 69.0％ 31.0％

相談室へのネガティブな印象への理由

Table 15 性別にみた ｢利用しにくい｣ と感じた理由

�
場所がわ
からない
から

入り口が
わかりづ
らいから

予約の取り
方がわから
ないから

建物が暗
い感じが
するから

何を相談して
いいのかわか
らないから

どんなことを
聞かれるのか
わからないから

周囲に変な目
で見られると
思ったから

その他

男子 186 22.6％ 5.9％ 12.9％ 3.2％ 14.0％ 5.9％ 7.5％ 5.9％

女子 108 28.7％ 3.7％ 22.2％ 3.7％ 16.7％ 2.8％ 9.3％ 5.6％

全体 294 24.8％ 5.1％ 16.3％ 3.4％ 15.0％ 4.8％ 8.2％ 5.8％

Table 16 学科別にみた ｢利用しにくい｣ と感じた理由

�
場所がわ
からない
から

入り口が
わかりづ
らいから

予約の取り
方がわから
ないから

建物が暗
い感じが
するから

何を相談して
いいのかわか
らないから

どんなことを
聞かれるのか
わからないから

周囲に変な目
で見られると
思ったから

その他

人間心理学科 84 31.0％ 4.8％ 20.2％ 6.0％ 15.5％ 4.8％ 10.7％ 9.5％

ライフデザイン学科 54 14.8％ 3.7％ 14.8％ 1.9％ 14.8％ 1.9％ 5.6％ 5.6％

経営社会学科 45 17.8％ 2.2％ 6.7％ 0.0％ 13.3％ 8.9％ 6.7％ 0.0％

マス・コミュニケーション学科 96 29.2％ 7.3％ 17.7％ 3.1％ 9.4％ 6.3％ 10.4％ 6.3％

情報文化学科 36 27.8％ 8.3％ 16.7％ 2.8％ 27.8％ 0.0％ 2.8％ 2.8％

全 体 315 25.4％ 5.4％ 16.2％ 3.2％ 14.6％ 4.8％ 8.3％ 5.7％



｢利用しにくい｣ 理由に関する回答のうち ｢そ

の他｣ については, ｢ちょっと恥ずかしい｣ ｢どう

いうものか全くわからないから｣ ｢どの程度のこ

とで相談に行っていいのかわからない｣ ｢よくわ

からないから｣ ｢一度も行ったことがないから｣

｢何となく行きづらい｣ ｢相談ではなく質問だから｣

｢相談室に行くほど大きな悩みは抱えてないので

知ろうとも思わなかった｣ ｢知らないので｣ ｢本当

にためになるのかわからない｣ ｢本当に相談すべ

きことかどうかが迷った｣ ｢面倒くさそう｣ ｢予約

をしないと相談できないこと｣ といった自由回答

が見られた｡

また, ｢機会があっても利用したくない｣ 理由

に関する回答のうち ｢その他｣ については, ｢あ

まり解決できないと思うから｣ ｢行きづらい｣ ｢自

分が大きな悩みを抱えてないからかもしれないが

知らない人に悩みを相談するという自体, 気が知

れない｣ ｢相談したくないから｣ ｢面倒くさい｣

｢話すことが苦手｣ といった自由回答が見られた｡

現在の悩みの有無を尋ねたところ, 性別, 学科

別の結果は, Table 19, 20のようになった｡
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現在の悩み事の有無と内容

Table 19 性別にみた悩み事の有無

� ある ない

男子 190 46.3％ 53.7％

女子 109 64.2％ 35.8％

全体 299 52.8％ 47.2％

Table 20 学科別にみた悩み事の有無

� ある ない

人間心理学科 85 60.0％ 40.0％

ライフデザイン学科 55 58.2％ 41.8％

経営社会学科 43 55.8％ 44.2％

マス・コミュニケーション学科 100 50.0％ 50.0％

情報文化学科 37 37.8％ 62.2％

全 体 320 53.4％ 46.6％

Table 17 性別にみた ｢機会があっても利用したくない｣ と感じた理由

�
相談する人が他

にいるから

何を相談してい

いのかわからな

いから

周囲に変な目で

見られると思う

から

どんなことを聞

かれるのかわか

らないから

悩みがないから その他

男子 61 32.8％ 19.7％ 4.9％ 4.9％ 27.9％ 6.6％

女子 25 32.0％ 24.0％ 8.0％ 4.0％ 12.0％ 20.0％

全体 86 32.6％ 20.9％ 5.8％ 4.7％ 23.3％ 10.5％

Table 18 学科別にみた ｢機会があっても利用したくない｣ と感じた理由

�
相談する人が

他にいるから

何を相談して

いいのかわか

らないから

周囲に変な目

で見られると

思うから

どんなことを聞

かれるのかわか

らないから

悩みがな

いから
その他

人間心理学科 12 41.7％ 25.0％ 0.0％ 0.0％ 8.3％ 16.7％

ライフデザイン学科 21 47.6％ 14.3％ 4.8％ 4.8％ 19.0％ 0.0％

経営社会学科 11 36.4％ 54.5％ 18.2％ 18.2％ 27.3％ 18.2％

マス・コミュニケーション学科 36 36.1％ 11.1％ 8.3％ 5.6％ 19.4％ 13.9％

情報文化学科 12 8.3％ 25.0％ 0.0％ 0.0％ 41.7％ 0.0％

全 体 92 35.9％ 20.7％ 6.5％ 5.4％ 21.7％ 9.8％



次に, 悩み事の内容を性別, 学科別でみたとこ

ろ, Table 21, 22に示したようになった｡

悩み事の内容について, ｢その他｣ の回答には,

｢海外研修のこと｣ ｢楽しいことがない｣ ｢金｣ ｢自

分について｣ ｢心の病気｣ ｢生きている意味がわか

らない｣ ｢生活習慣｣ ｢生活面｣ ｢全部｣ ｢朝, 起き

られない｣ ｢恋愛｣ といったものが自由記述で示

された｡

悩み事の相談相手

普段, 悩みを相談する相手として, 性別, 学科

別に結果をみたところ, Table 23, 24のように

なった｡

普段の悩み事の相談相手として ｢その他｣ を選

択した回答者は, 具体的には ｢自分自身｣ ｢先輩｣

といった自由記述を回答していた｡

意向と悩みの有無による利用実態の現状

学生相談室利用への意識と, 実際の利用実態の

関係を, ｢利用したいと思った経験の有無｣, ｢利

用しづらい｣ と感じた経験の有無と, 実際の利用

経験のクロス集計から検討したところ, Table 25

のようになった｡
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Table 21 性別にみた悩み事の内容

�
進路や勉強

のこと

身体の

こと

人との関係

のこと
その他

男子 190 25.4％ 10.5％ 20.0％ 7.4％

女子 109 38.5％ 19.3％ 33.0％ 15.6％

全体 299 30.2％ 13.7％ 24.7％ 10.4％

Table 22 学科別にみた悩み事の内容

�
進路や
勉強の
こと

身体の
こと

人との
関係の
こと

その他

人間心理学科 85 28.6％ 17.6％ 35.3％ 15.3％

ライフデザイン学科 55 36.4％ 16.4％ 18.2％ 12.7％

経営社会学科 43 39.5％ 11.6％ 27.9％ 0.0％

マス・

コミュニケーション学科
100 31.0％ 13.0％ 28.0％ 10.0％

情報文化学科 37 13.5％ 10.8％ 10.8％ 8.1％

全 体 320 30.4％ 14.4％ 26.3％ 10.3％

Table 25 利用意向と利用経験のクロス集計

� 利用経験有 利用経験無

利用希望経験有 54 18.5％ 81.5％

利用希望経験無 262 0.0％ 100.0％

利用しにくさ有 116 2.6％ 97.4％

利用しにくさ無 193 3.1％ 96.9％

Table 23 性別にみた悩み事の相談相手

� 相談しない 友人 恋人 家族 教員 カウンセラー 医師 その他

男子 184 27.2％ 68.3％ 7.1％ 32.1％ 4.3％ 0.5％ 0.5％ 1.6％

女子 110 19.1％ 74.5％ 20.9％ 48.2％ 4.5％ 3.6％ 2.7％ 0.9％

全体 294 24.1％ 70.6％ 12.2％ 38.1％ 4.4％ 1.7％ 1.4％ 1.4％

Table 24 学科別にみた悩み事の相談相手

� 相談しない 友人 恋人 家族 教員 カウンセラー 医師 その他

人間心理学科 84 22.6％ 66.3％ 11.9％ 35.7％ 4.8％ 3.6％ 3.6％ 1.2％

ライフデザイン学科 54 18.5％ 79.6％ 16.7％ 40.7％ 5.6％ 0.0％ 1.9％ 0.0％

経営社会学科 41 9.8％ 80.5％ 19.5％ 51.2％ 4.9％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

マス・コミュニケーション学科 100 26.0％ 73.0％ 8.0％ 34.0％ 4.0％ 2.0％ 1.0％ 2.0％

情報文化学科 36 38.9％ 47.2％ 8.3％ 30.6％ 2.8％ 0.0％ 0.0％ 2.8％

全 体 315 23.2％ 70.4％ 12.1％ 37.5％ 4.4％ 1.6％ 1.6％ 1.3％



同様に, ｢利用したいと思った経験の有無｣,

｢利用しづらい｣ と感じた経験の有無と, 利用回

数のクロス集計をみたところ, Table 26のよう

になった｡

次に, 悩み事の有無と, �) 利用経験, �) 利

用したいと思った経験, �) 利用しづらいと感じ

た経験, �) 今後の利用への希望についてクロス

集計を行ったところ, Table 27�1から 27�4のよ

うになった｡

また, 悩み事の内容から, 利用実態, および今

後の利用希望の有無について検討したところ,

Table 28, 29のようになった｡

考 察

学生相談室の認知度と利用の状況

学生相談室の存在については, 7割近い学生が

認知していることが示された｡ しかし, 入学式後

のガイダンスでアナウンスしていることや, 学生

便覧に掲載されていることを考えると, 100％に

近い認知度が得られてもおかしくはない｡ さらに

性別, 学科別にみると, それぞれ差が見られるこ

とも示された｡ 性別では, 男子よりも女子の方が

存在を知っており, 学科別では, 人間心理学科,

経営社会学科, 情報文化学科での認知度が 7割以

上であるのに対し, ライフデザイン学科とマス・

コミュニケーション学科での認知度は 6割にとど

まっていた｡ もともとの関心の違いが, 認知度の

違いに反映されていることが推測される｡

実際, 次に利用経験をみると, 全体的に利用経

験が ｢ある｣ とした学生は少ないが, 性別では男
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Table 27�1 悩み事の有無と利用経験

� 利用経験有 利用経験無

悩み事有 168 5.4％ 94.6％

悩み事無 147 0.7％ 99.3％

Table 27�2 悩み事の有無と過去の利用希望

� 利用希望経験有 利用希望経験無

悩み事有 170 25.3％ 74.7％

悩み事無 149 7.4％ 92.6％

Table 27�1 悩み事の有無と利用しづらさ

� 利用しにくさ有 利用しにくさ無

悩み事有 166 50.6％ 49.4％

悩み事無 146 22.6％ 77.4％

Table 27�1 悩み事の有無と今後の利用希望

� 今後の利用希望有今後の利用希望無

悩み事有 136 71.3％ 28.7％

悩み事無 112 66.1％ 33.9％

Table 28 悩みの内容と利用経験

� 利用経験有 利用経験無

進路や勉強のこと 96 4.2％ 95.8％

身体のこと 46 6.5％ 93.5％

人との関係のこと 83 6.0％ 94.0％

Table 29 悩みの内容と今後の利用の希望

�
今後の利用

希望有

今後の利用

希望無

進路や勉強のこと 82 74.4％ 25.6％

身体のこと 37 70.3％ 29.7％

人との関係のこと 65 67.7％ 32.3％

Table 26 利用意向と利用経験のクロス集計

� 0回 1回 2回 4回 5回 6回 8回

利用希望経験有 53 81.1％ 7.5％ 1.9％ 1.9％ 3.8％ 1.9％ 1.9％

利用希望経験無 258 99.2％ 0.8％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

利用しにくさ有 114 96.5％ 1.8％ 0.0％ 0.0％ 1.8％ 0.0％ 0.0％

利用しにくさ無 190 96.3％ 1.6％ 0.5％ 0.5％ 0.0％ 0.5％ 0.5％



子よりも女子の方が多く, 学科別では, 人間心理

学科の利用者が最も多く, 順に情報文化学科, マ

ス・コミュニケーション学科と続いていた｡ 性差

に関しては, 認知度と利用経験に類似した傾向を

もっていた｡ しかし, 利用経験については, 最も

高い利用率が示された人間心理学科では, 同様に

認知度も高かった｡

学生相談室へのネガティブイメージの検討

学生相談室を ｢利用したい｣ と思ったことがあ

る学生は 2割に満たなかった｡ 性別でみても, 男

子学生が 1割強, 女子学生が 2割強と, やや女子

学生の方が ｢利用したい｣ と思ったことのある学

生が多かった｡ 一方, 学科別にみると, 人間心理

学科のみ, 3割を越える学生が ｢利用したいと思っ

たことがある｣ と回答しており, 他学科での同様

の回答が 1割前後だったのと比べると, 多い傾向

にある｡

また, ｢利用しづらい｣ と感じた経験の有無に

ついては, 全体では 4割弱, 性別でみると, 男子

が 3割強, 女子が約 45％という結果で, やや違

いが見られた｡ しかし, 学科別にみると, 学科間

の違いは顕著であった｡ 認知度, 利用率共に最も

高い人間心理学科の学生は, 利用しづらさを感じ

た経験の有無においても最も高い率を示しており,

約半数の学生が ｢利用しづらいと感じていること

が示された｡

最後に, ｢機会があれば利用したいと思います

か｣ への回答から, 今後の利用希望を検討したと

ころ, 全体では 7割近くの学生が, 利用を希望し

ていることが示された｡ 性別にみると, 女子学生

がやや多い傾向がみられた｡ 一方, 学科別にみる

と, 人間心理学科と経営社会学科では, 7割以上

の学生が利用したいと考えていることが示された｡

人間心理学科の学生は, 利用率も高く, 前述のよ

うに, ｢利用したい｣ と思った経験を持つ学生が

多いが, 経営社会学科の学生は利用率は 0％であ

り, 利用したいと思った経験もない学生が 9割を

越えていた｡ つまり, 実際の利用経験の有無にか

かわらず, ｢機会があれば｣ 利用したいと考える,

｢存在していることが安心｣ という役割を, 学生

相談室が担っていたことが推測される｡

ネガティブ評価の理由

ではなぜ, 江戸川大学の学生は, 学生相談室に

ネガティブなイメージをもっているのだろうか｡

｢利用しにくい｣ 理由としては, ｢場所が分からな

い｣ ｢予約の取り方が分からない｣ といった物理

的なものが多く回答されたが, その一方で, ｢何

を相談していいのかわからない｣ という内容に関

する理由も 2割近く回答されていた｡

また, ｢機会があっても利用したくない｣ と感

じた理由としては, ｢相談する人が他にいるから｣

が最も多く回答されており, 次に ｢何を相談して

いいのかわからない｣ との回答が挙げられていた｡

｢他に相談する人がいる｣ 学生や, ｢悩みがない｣

学生については, 特に大きな問題はないと考えら

れるが, 悩みを感じている学生にとって, アクセ

シビリティの低い学生相談室では, その存在意義

が薄れてしまう｡ 周囲の目を気にする回答はいず

れの学科でも少なく, 学生相談室利用に関して,

利用している学生に特別な目を向けるというのは

ほとんどなさそうである｡ しかし, ｢場所がわか

らない｣, ｢予約の仕方がわからない｣ といった内

容の理由については, 周知徹底することで取り払

える壁であり, さらに, ｢何を相談していいのか

わからない｣ 学生についても, 学生相談室の役割

や内容を詳細に伝えることで, 改善できる理由と

考えられる｡

悩みの実態

では実際に, 江戸川大学の学生がどのような悩

みを抱え, その悩みにどのように対処しており,

さらには学生相談室が, 学生達の悩みにとって,

いかなる存在なのかを検討する｡

悩みの有無については, 約半数の学生が ｢ある｣

と回答しており, 性別でみると, 女子の 6割が悩

み事があると回答していた｡ 学科別でみても, こ

の傾向に大きな違いは見られなかった｡ ただし,

情報文化学科においては, 悩み事が ｢ない｣ と回

答した学生が 6割を越えていた｡

悩み事の内容についてみると, ｢進路や勉強の
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こと｣, ｢身体のこと｣, ｢人との関係のこと｣, ｢そ

の他｣ の中では, ｢進路や勉強のこと｣ を選択し

た学生が最も多く, 続いて ｢人との関係のこと｣

であった｡ これは, 調査の実施時期が 1年生の前

期後半であり, 大学入学後, 初めての定期試験前

だったということも, 少なからず影響を与えてい

ると考えることができる｡ ただし, 学科ごとに結

果をみると, 必ずしも, ｢進路や勉強のこと｣ が

最も多くみられる悩み事とはいえなさそうである｡

例えば, 人間心理学科では, 最も回答者の多かっ

たのは, 全体の傾向や他学科とは異なり, ｢人と

の関係のこと｣ であった｡ このような, 悩み事の

内容の違いからも, 人間心理学科の学生相談室利

用経験者の割合が最も高かったことを説明するこ

とができそうである｡

このような, 悩み事を抱えた場合の相談相手と

しては, 誰を挙げているのだろうか｡ 結果をみる

と, 男女ともに, ｢友人｣ がトップで, 続いて

｢家族｣ となっている｡ ただ, この次が男女で異

なっており, 女子の場合, ｢友人｣ ｢家族｣ に次ぐ

｢相談相手｣ として, ｢恋人｣ を挙げていた｡ この

ような回答傾向は, 学科別でも大きな違いはみら

れなかった｡

悩み事と相談室利用への意識

続いて, 相談室を実際に利用した学生が, どの

ような思いを抱き, 利用に至ったのかを検討する｡

悩み事をもつ学生のうち, 利用したいと感じた

ことのある学生は約 25％であるのに対し, ｢利用

しづらい｣ と感じたことのある学生は, 約半数で

あった｡ さらに, 実際に利用へとつながった学生

は, 5％に過ぎない｡ ただ, ｢機会があれば利用し

たい｣ と回答した学生は 7割を越えていた｡

このことから, 悩みを抱えていてさえも, 学生

相談室の敷居は高いものであり, 相談したい, い

つか相談してみようと感じていても, 実際に足を

運び, 相談につながる学生は少ないという実態が

浮かび上がったといえよう｡

まとめとその後の学生相談室の状況

以上の結果から, 学生相談室に対する意識には,

性別よりも, 学科間の違いがあり, また, 機会が

あれば利用したいと考えている学生は多いものの,

相談室を利用することに関して, ネガティブな評

価をもつ学生も多く, さらに, 実際に現実的なレ

ベルで相談室を利用する学生に関しては, さらに

数が減ることがわかった｡ 日本の学生相談機関の

利用率は米国に比べて低いものの (斎藤・中釜・

香川・堀田, 1996), 本学学生がネガティブな評

価を下す原因の中には, 学生相談室側の努力で,

解決できるものも多いため, このあたりを, 学生

相談室改革の核に据えることとなった｡

具体的な改革策としては, 学科ごとのガイダン

スに, 学生相談室のカウンセラーの巡回と挨拶,

学生相談室リーフレットの作成, 配付を行うこと

で, 学生, 教員双方への広報活動とした｡ このこ

とで, カウンセラーの ｢顔が見える｣ 状態になり,

相談室の場所, 開室日, 開室時間, 予約方法や連

絡先といった基本的な情報を, 学生が手元に置い

ておける状況を作っていった｡ また, 相談室カウ

ンセラーの方からは, 休学者・復学者への来室呼

びかけの手紙の発送や, 相談者による電子メール

の利用の普及などへの対応を行い始め, 一定の効

果を得ている｡

さらに, 組織としてのあり方も改革し, 2008

年には学生相談室は独立した組織となった｡ 現在

の組織としては, 学生相談室, あんしん生活サポー

ト窓口, 医務室の 3側面で連携を取り合うという

体制となった｡ また, 月に 1回ペースでの連絡会

議を開催し, 担当教員と学生相談室のカウンセラー,

および大学職員の間での, 情報交換を定期的かつ,

緊密にすることにより, 教員からの紹介ケースも
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Figure 2 2006年度以降の利用者数



増加した｡

その結果, 2006年度以降の学生相談室の利用

者数は, Figure 2のように順に増加しており,

学生相談室での相談件数も, Figure 3のように

増加することとなった｡

以上のように, 学生相談室に関しては, 少し配

慮をしたり, 情報交換の場を設けることで, 大き

な成果が得られることが既に示された｡ 今後は,

医療機関との連携や, 緊急ケースの対応など, よ

り相談内容に即した問題点を整理し, 検討してい

く必要があると考えられる｡

斎藤憲司・中釜洋子・香川克・堀田香織 1996 学生

相談の活動領域とその焦点 アメリカの大学に

おけるサポート・システムとの対比から 学

生相談研究, 17, 1, 46�60.
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Figure 3 2006年度以降の相談回数




